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　10月１日、池田町公式LINE アカウントの正

式オープンを記念して開設式を行いました。
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令和 5 年度の決算がまとまり、9 月議会定例会で承認されました。
　町民の皆さんに納めていただいた税金や国から交付された地方交付税などがどのように使われたか、
また、池田町の財政状況はどうなっているかなど概要をお伝えします。
※増減は令和 4 年度と比較したものです。

　

令
和
5
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
52
億
8
1
1
2
万
円
（
9.
5
%
減
）、
歳
出
が

52
億
1
0
0
3
万
円（
9.
0
%
減
）で
、翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
分
を
除
く
実
質
収
支
は
4
9
9
5
万
円

の
黒
字
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
減
に
よ
り
国
県
支
出
金
が
減
少

　

町
税
は
個
人
住
民
税
が
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
回
復
傾
向
に
あ
り
、固
定
資
産
税
、軽
自

動
車
税
、た
ば
こ
税
も
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
も
の
の
、法
人
住
民
税
が
前
年
度
大
幅
増

の
反
動
で
減
っ
た
こ
と
が
影
響
し
、全
体
の
徴
収
額
は
2
7
6
万
円
の
減（
△
0.
3
%
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
普
通
交
付
税
が
3
年
連
続
と
な
る
再
算
定
に
よ
り
追
加
交
付
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
9
3
1
万
円
の
増（
+
0.
4
%
）と
な
り
ま
し
た
。

　

国
県
支
出
金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
経
費
の
減
少
等
に
よ
り
、

国
庫
支
出
金
が
1
億
6
9
8
4
万
円
の
減（
△
23.
9
%
）、県
支
出
金
は
3
2
6
7
万
円

の
減（
△
9.
2
%
）と
な
り
ま
し
た
。

　

町
債
は
災
害
関
連
の

起
債
や
臨
時
財
政
対
策

債
が
減
っ
た
こ
と
か
ら

7
6
4
0
万
円
の
減（
△

53.
1
%
）、そ
の
他
の
自

主
財
源
の
う
ち
、寄
付

金
は
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
が
伸
び
悩
ん
だ
こ

と
か
ら
2
5
4
万
円
の

減（
△
2.
0
%
）、繰
入

金
は
前
年
度
行
っ
た
減

債
基
金
の
繰
り
入
れ
が

な
く
9
3
9
7
万
円
の

減（
△
76.
3
%
）と
な
り

ま
し
た
。

Q 

黒
字
額
は
4
9
9
5
万
円
だ
け
な

の
？

A 

歳
出
の
中
に
は
、
将
来
に
備
え
た

積
立
が
2
億
7
2
8
0
万
円
含
ま

れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
4
ペ
ー
ジ
の
基
金

欄
参
照
）
。
仮
に
そ
の
積
立
を
し
な
か
っ

た
場
合
、
黒
字
額
は
3
億
2
2
7
5
万
円

と
な
り
ま
す
。

　

実
質
収
支
の
2

分
の
1
以
上
は
財

政
調
整
基
金
に
繰

り
入
れ
、
残
り
は

純
繰
越
金
と
し
て

翌
年
度
へ
繰
り
越

す
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
黒
字
を
多

く
出
す
と
財
政
調

整
基
金
や
純
繰
越

金
が
大
き
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
町

で
は
実
質
収
支
が

5
0
0
0
万
円
程

度
と
な
る
よ
う
、

公
共
施
設
等
整
備

基
金
に
積
み
増
す

な
ど
の
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。

1 一般会計1 一般会計

歳入歳入

令和 5 年度　決算報告

歳入決算額
52億8,112万円

歳出決算額
52億1,003万円 繰り越すべき財源 実質収支実質収支

2,114万円2,114万円 4,995万円4,995万円

形式収支 7,109万円形式収支 7,109万円

歳　入 51億2,902万円
（借換債1億5,210万円を除く）

町税
9億6,096万円
18.7%

町税
9億6,096万円
18.7%

使用料
および
手数料
7,075万円
1.4%

使用料
および
手数料
7,075万円
1.4%

地方交付税
23億8,394万円
46.5%

地方交付税
23億8,394万円
46.5%

国庫支出金
5億4,098万円
10.6%

国庫支出金
5億4,098万円
10.6%

町債
6,760万円
1.3%

町債
6,760万円
1.3%

県支出金
3億2,051万円
6.2%

県支出金
3億2,051万円
6.2%

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源　　※２依存財源　国や県から交付される財源など

自主財源
14億6,781万円
28.6 %

自主財源
14億6,781万円
28.6 %

※1

依存財源
36億6,121万円
71.4%

依存財源
36億6,121万円
71.4%

※2

（　　　）（　　　）
その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
4億3,610万円
8.5%

その他
繰入金、繰越金、
諸収入など
4億3,610万円
8.5%

（　　　）（　　　）
その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億4,818万円 6.8%

その他
地方譲与税、
地方消費税交付金、
地方特例交付金など
3億4,818万円 6.8%
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投
資
的
経
費
が
減
少

　

義
務
的
経
費
で
は
、人
件
費
は
前
年

度
よ
り
わ
ず
か
に
増
え
て
9
7
0
万

円
の
増（
+
1.
0
%
）、公
債
費
は
前
年

度
繰
上
償
還
を
実
施
し
た
反
動
で

9
7
1
0
万
円
の
減（
△
13.
5
%
）と
な

り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、事
業
量
が
減
っ

た
こ
と
か
ら
普
通
建
設
事
業
費
は

5
2
7
2
万
円
の
減（
△
18.
9
%
）、災

害
復
旧
事
業
費
は
1
億
4
0
9
3
万

円
の
減（
△
71.
1
%
）と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、物
件
費
は

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
靭
化
対
策
事

業
な
ど
に
よ
り
4
8
0
2
万
円
の
増

（
+
6.
9
%
）、積
立
金
は
減
債
基
金
や

公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
積
立
額
減

な
ど
に
よ
り
7
9
9
3
万
円
の
減（
△

19.
6
%
）、維
持
補
修
費
は
高
瀬
中
学

校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
改
修
や
電
話

設
備
改
修
な
ど
に
よ
り
2
2
3
8
万

円
の
増（
+
63.
5
%
）と
な
り
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計

は
独
立
採
算
が
原

則
で
、
民
間
企
業

と
同
様
に
事
業
収

益
で
運
営
す
る
会

計
で
す
。

　

水
道
事
業
と
下

水
道
事
業
が
あ

り
、
ど
ち
ら
も
黒

字
で
し
た
。

2 一般会計2 一般会計

歳出歳出

　

特
別
会
計
は
一
般
会
計

と
区
分
し
、
特
定
の
収
入

と
支
出
で
経
理
を
行
う
会

計
で
す
。
令
和
5
年
度
は

す
べ
て
の
特
別
会
計
で
黒

字
で
し
た
。

3 特3 特別会計別会計

4 公4 公営企業営企業会会計計

（借換債1億5,210万円を除く）
歳　出 50億5,793万円

人件費
9億4,749万円
18.7%

人件費
9億4,749万円
18.7%

公債費
6億2,472万円
12.4%

公債費
6億2,472万円
12.4%

扶助費
4億9,260万円
9.7%

扶助費
4億9,260万円
9.7%補助費等

11億3,576万円
22.5%

補助費等
11億3,576万円
22.5%

維持補修費
5,763万円  1.1%
維持補修費
5,763万円  1.1%

物件費
7億4,832万円
14.8%

物件費
7億4,832万円
14.8%

繰出金
4億4,107万円
8.7%

繰出金
4億4,107万円
8.7%

積立金
3億2,737万円
6.5%

積立金
3億2,737万円
6.5%

普通建設事業費
2億2,559万円 4.5%
普通建設事業費
2億2,559万円 4.5%災害復旧事業費

5,738万円 1.1%
災害復旧事業費
5,738万円 1.1%

義務的経費
20億6,481万円
40.8 %

義務的経費
20億6,481万円
40.8 %

投資的経費
2億8,297万円

5.6 %

投資的経費
2億8,297万円

5.6 %

その他の経費
27億1,015万円
53.6 %

その他の経費
27億1,015万円
53.6 %

福祉の充実
15億7,345万円
（31.1％）

町の運営
9億7,185万円
（19.2％）

町の借入金返済
6億2,472万円 （12.4％）

4億5,348万円
（9.0％）教育・文化の振興

4億4,291万円
（8.8％）道路・公園などの整備

2億7,582万円 （5.4%）
2億6,491万円（5.2％）
1億8.573万円（3.7％）

農林水産業の振興
健康・衛生の推進
消防・防災対策

商工・観光の振興
1億4,687万円
（2.9％）

その他
1億1,819万円
（2.3％）

目的別にすると

会計名 歳入額 歳出額 差引額
後期高齢者医療特別会計 1億6,637万円 1億6,587万円 50万円 
工 場 誘 致 等 特 別 会 計 608万円 0万円 608万円 

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険
特 別 会 計

9億8,772万円 9億8,575万円 197万円
自営業の方や他の医療保険に加入されない方のため
の医療保険給付、特定健診等の保健事業の実施
●被保険者：1,969 人（1,345 世帯）
●保険給付の状況：7 億 724 万円

会計名 事業収益 事業費用 差引利益
水 道 事 業 会 計 2億2,705万円 1億7,767万円 4,938万円
下 水 道 事 業 会 計 5億9,833万円 3億5,314万円 2億4,519万円
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55 町町  債債

66 基基  金金

　

町
債
に
は
、
財
政
負
担
の
平

準
化
と
世
代
間
の
負
担
公
平
を

図
る
と
い
う
２
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
決
算
の
町
債

（
借
金
）の
残
高
は
、一
般
会
計
・

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
合

わ
せ
て
70
億
5
7
5
3
万
円
で

す
。
町
民
1
人
当
た
り
に
換
算

す
る
と
約
77
万
円
に
な
り
ま

す
。
（
令
和
6
年
3
月
31
日
現

在
人
口
9
2
0
3
人
で
算
出
）

　

過
去
5
年
間
の
推
移
を
み
る

と
、
一
般
会
計
は
令
和
2
年
度

を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
下

水
道
事
業
会
計
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

基
金
は
経
済
の
急
激
な
変
化
で

大
幅
な
税
収
減
に
見
舞
わ
れ
る
、

あ
る
い
は
災
害
が
発
生
す
る
な
ど

と
い
っ
た
思
わ
ぬ
支
出
、多
額
の

経
費
が
か
か
る
公
共
施
設
の
整
備

な
ど
の
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
積

み
立
て
る「
貯
金
」で
す
。

　

令
和
5
年
度
は
、公
共
施
設
等

整
備
基
金
に
2
億
2
2
8
0
万

円
、減
債
基
金
に
5
0
0
0
万
円

を
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
、基

金
全
体
で
は
3
億
2
6
6
5
万
円

増
え
24
億
3
4
3
7
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
ま
で
は
、大
型
事

業
等
で
基
金
を
取
り
崩
し
た
た
め

減
り
続
け
ま
し
た
が
、歳
出
見
直

し
や
地
方
交
付
税
の
増
な
ど
に
よ

り
令
和
2
年
度
以
降
増
加
に
転
じ

て
い
ま
す
。

町
民
一
人
あ
た
り
の

町
債
の
残
高
は
77
万
円

基
金
残
高
は

24
億
円
台
ま
で
回
復

0.5 0.4
0.4 0.4

町債残高の推移

一般会計
簡易水道事業特別会計
水道事業会計
下水道事業会計

うち臨時財政対策債※
※国から交付されるべき地方
交付税の不足分を補うため
に設けられているもので、元
利償還金相当額が全額交付
税措置されます。

（億円）

（年度末）R1 R2 R3 R4 R50

20

40

60

80

100 計 97.8計 97.8

44.544.5
41.541.5

38.438.4 35.135.1

51.851.8 52.352.3 49.849.8 44.144.1

20.720.7 19.919.9 19.419.4 17.817.8

1.01.0 0.40.4
0.20.2 0.10.1

計 94.6計 94.6
計 88.8計 88.8 計 79.7計 79.7

計70億5,753万円計70億5,753万円

31億5,763万円31億5,763万円

38億6,433万円38億6,433万円

15億9,152万円15億9,152万円

3,557万円3,557万円

基金残高の推移

※国民健康保険および公営企業の積立金は含まれていません

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金
（年度末）R1 R2 R3 R5R4

（億円）

0

5

10

15

20

25

計11.2 計12.0

計18.0

計21.1

計24億3,437万円

5.75.7

1.11.1

4.44.4 4.84.8 5.05.0 5.35.3 5億5,558万円5億5,558万円

1.11.1 2.22.2 2.02.0 2億5,500万円2億5,500万円
6.16.1

10.810.8
13.813.8

16億2,379万円16億2,379万円

【その他特定目的基金の内訳】
公 共 施 設 等 整 備 基 金 12億2,656万円
て る て る 坊 主 の
ふ る さ と 応 援 基 金 2億3,188万円

福 祉 基 金 1億323万円
土 地 開 発 基 金 2,188万円
て る て る ぼ う ず
作 詞 者 浅 原 六 朗 基 金 1,689万円

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 972万円
森 林 環 境 譲 与 税 基 金 811万円
ふるさと・水と土基金 552万円
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7 健7 健全化判断比率全化判断比率
資資金不足比率金不足比率

88 経常収支比率経常収支比率

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
実
質
的

な
赤
字
や
将
来
負
担
に
か

か
る
指
標
（
健
全
化
判
断

比
率
）
と
、
公
営
企
業
会

計
ご
と
の
資
金
の
不
足
額

の
度
合
い
を
表
す
指
標

（
資
金
不
足
比
率
）
を
議

会
に
報
告
し
、
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
）
の
た
め
に
、

町
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
「
経
常
一
般
財
源
」
と
呼

ば
れ
る
経
常
的
な
収
入
が
ど
れ
だ
け
充
て
ら
れ
た
か
を

示
す
比
率
で
す
。
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え

る
お
金
が
多
く
、
臨
時
的
な
財
政
需
要
に
も
対
応
で
き

る
余
力
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
は
87.
2
％
で
4
年
度
よ
り
2.
1
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
や
、
公

債
費
（
繰
上
償
還
を
除
く
）
や
維
持
補
修
費
の
増
な
ど

が
主
な
要
因
で
す
。

【
問
合
せ
先
】総
務
課 

財
政
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

健全化判断比率
「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」は、一般会計等および

全会計の合計で黒字となったため比率は表示されません。
「実質公債費比率」は、単年度数値は前年度より0.3ポイント

下がり12.5％でしたが、過去3年間の平均値は前年度と同じ
12.1％でした。

「将来負担比率」は、将来負担額より充当可能な財源が多かっ
たため表示されません。

資金不足比率
公営企業会計の資金不足割合から経営状況の

深刻度を見る比率です。
すべての会計で資金不足はありませんでした。

指標 指標の意味 令和5年度 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 一般会計等の赤字から財政運営の深刻
度を見る比率 ― 15.0% 20.0%

連結実質赤字比率 全会計の合計が赤字の場合算出される
率で財政運営の深刻度を見る比率 ― 20.0% 30.0%

実 質 公 債 費 比 率 借金の返済額などの大きさから、資金
繰りの危険度を見る比率 12.1% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 一般会計等の負債の残高から、将来の
財政への圧迫度を見る比率 ― 350.0% ―

（％）

（年度）

実質公債費比率の推移実質公債費比率の推移

R1 R2 R3 R4 R5
0

5

10

15

20

25

11.8 12.1 12.6 12.1 12.1
指標 令和5年度 経営健全化基準

簡易水道事業
特別会計 ―

20.0%水道事業会計 ―
下水道事業会計 ―

経常収支比率の推移（％）

R1 R2 R3 R4 R5
池田町 類似団体内平均値

（年度）
70
75
80
85
90
95
100

91.2 90.2

83.6
86.9

91.5 89.4

81.7
85.1

87.2

近年の大型事業等の実施による町債の借入増加により、実質公債費比率は
高めで推移しています。

18%以上で町債の発行に県知事の許可が必要となり、25%以上で一部の町
債発行が制限されます。

令和13年度までのシミュレーションでは、ピーク時でも13%台に留まる見通
しですが、予測を上回ることのないよう、今後事業導入する際は慎重に判断して
いく必要があります。

類似団体とは人口や産業構造で地方公共団体を分類したもので、当町は「Ⅱ-２」グ
ループとなっています。構造が近い類似団体間で指標を比較することによって、各市
町村の財政力等の状況がより明確になり、今後の町政運営の一つの目安になります。
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雪
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

町
で
は
冬
期
間
の
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
道
路
を
中
心
に
除
雪
や

融
雪
剤
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

「
地
域
ぐ
る
み
」
で
の
除
雪
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

積
雪
お
お
む
ね
10
㎝
以
上
で
、
さ
ら
に
降
雪
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
と
き
を
目
安
と

し
て
、
委
託
を
受
け
た
除
雪
委
託
契
約
者
が
出
動
し
、
除
雪
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
豪
雪
（
積
雪
量
お
お
む
ね
40
㎝
以
上
）
と
な
っ
た
場
合
は
、
池
田
町
豪
雪
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
各
地
区
防
災
会
長
と
連
携
し
な

が
ら
町
民
総
出
に
よ
る
除
雪
を
行
い
ま
す
。

▽
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
を

　

除
雪
作
業
は
、
道
路
上
の
雪
を
道
路
端
へ
寄
せ
る
作
業
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先
な
ど
に
雪
が
寄
せ
ら
れ
て
残
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
、
寄
せ
ら
れ
た
雪
の
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
路
上
駐
車
を
し
な
い

　

除
雪
作
業
の
支
障
に
な
る
ほ
か
、
事
故
の
発
生
原
因
や
緊
急
車
両
の
活
動
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。

▽
作
業
中
の
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　

事
故
防
止
の
た
め
、
作
業
中
の
除
雪
車
へ
の
接
近
や
、
無
理
な
追
い
越
し
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▽
道
路
や
水
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　

雪
を
道
路
に
出
す
と
、
圧
雪
に
よ
る
凹
凸
や
凍
結
に
よ
っ
て
、
事
故
の
発
生
原
因

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
路
に
流
す
と
、
詰
ま
っ
て
川
が
溢
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
危
険
箇
所
に
は
目
印
を

　

構
造
物
な
ど
が
雪
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
除
雪
作
業
中
見
落
と
し
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
危
険
箇
所
は
、
あ
ら
か
じ
め
竹
ざ
お
を
立
て
る
な
ど
目
印

を
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
融
雪
剤
の
支
給
に
つ
い
て

　

道
路
や
歩
道
へ
散
布
が
必
要
な
場
合
は
、
融
雪
剤
を
支
給
し
ま
す
。

▽
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は

出
勤
、
通
学
時
に
終
わ
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
順
次
作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
主
的
な
排
雪
に
備
え
て
、
雪
捨
場
を
確
保
し
ま
す
。

雪
捨
場
に
は
、
砂
利
な
ど
が
混
入
し
た
雪
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】県
道　

大
町
建
設
事
務
所  

維
持
管
理
課  

維
持
係　

℡（
２
２
）５
１
１
１

　
　
　
　
　

町
道　

建
設
水
道
課  

建
設
係　
　
　
　
　
　
　
　

  

℡（
６
２
）３
１
３
０

除雪にご協力をお願いします除雪にご協力をお願いします

除
雪
基
準

除
雪
基
準

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

除
雪
作
業
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

雪
捨
場
の
ご
案
内

雪
捨
場
の
ご
案
内
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９
月
26
日
に
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
よ
り
小
中

学
生
に
学
習
用
ノ
ー
ト
１
人
１
冊
と
、
役
場
庁
舎
で
使
う
再

生
紙
６
千
枚
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
は
乾
式
製
紙
機
で
再
生
し
た
紙
に
よ
り
作
ら
れ
、

同
社
が
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世
界
自
然
保
護
基
金
）
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
森
林
保
全
と
再
生
の
取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。
寄
贈
式
で
は
、
「
町
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
推
進
活
動
お
よ
び
、
環
境

教
育
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
が
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
作
り
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　税務署では、個人事業主の方の青色申告決算書の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、青色申告

会の協力を得て、次のとおり説明会を開催いたします。

　この機会にぜひご出席ください。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
よ
り

小
中
学
生
に
ノ
ー
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

令和６年分青色決算説明会のご案内（個人事業主の皆様へ）

対象となる方 開催日 開催時間 開催会場 対象地区 留意事項

事業所得を有する
青色申告者

令和6年
12月3日（火）

午後1時30分〜
午後3時30分 大町商工会館 大町市

【先着順】
定員に達した場合には、
ご参加いただけない場
合がありますのであら
かじめご了承ください。

令和6年
12月4日（水）

午後1時30分〜
午後3時30分 松川村商工会館 松川村

池田町

令和6年
12月5日（木）

午後1時30分〜
午後3時30分 小谷村商工会館 小谷村

白馬村

農業所得を有する
青色申告者

令和6年
12月6日（金）

午後1時30分〜
午後3時30分

JAアプロード
2階オーロラホール

（大町市）
全市町村

【要事前予約制】
令和6年12月5日（木）16
時までにお電話でご予
約願います。

【連絡先】
大町税務署　個人課税
部門
0261-22-0674

【問合せ先】　大町税務署（担当：個人課税部門）　Tel 0261-22-0674
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食育ひろば食育ひろば
災害時に備え非常用食品などを備蓄しましょう災害時に備え非常用食品などを備蓄しましょう

　

皆
さ
ん
は
災
害
に
備
え
て
食
品
の
備
蓄
を
し
て
い
ま

す
か
。

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
、
物
流
機
能
が
停
止
し
た
場

合
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
の
店
頭
で
は

食
品
が
手
に
入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
電
気
、

水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
に
備
え
て
最
低
で
も
3

日
分
、
で
き
れ
ば
1
週
間
分
は
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
方
用
の
食
品
や
特
殊
栄
養
食
品
等
は
手
に
入
り
に
く

い
た
め
、
ご
自
身
や
ご
家
族
が
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
多

め
に
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

日
常
食
品
で
常
温
保
存
が
で
き
る
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト

食
品
な
ど
は
賞
味
期
限
が
比
較
的
長
い
た
め
、
災
害
時

に
役
立
ち
ま
す
。
普
段
か
ら
家
庭
内
に
日
持
ち
す
る
食

品
を
少
し
多
め
に
常
備
し
て
賞
味
期
限
が
切
れ
る
前
に

消
費
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
消
費
し
た
分
を
補
充
す

る
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
災
害
時
に

備
え
た
食
品
ス
ト
ッ
ク
ガ
イ
ド
〜
あ
っ
て
よ
か
っ
た
!

家
庭
備
蓄
の
実
践
ア
イ
デ
ィ
ア
〜
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

左
の
表
は
、
「
災
害
時
に
備
え
た
食
品
ス
ト
ッ
ク

ガ
イ
ド
」
（
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
1
週
間
分
の
備
蓄
例
で
す
。
普
段
料

理
を
す
る
方
は
、
梅
干
し
な
ど
の
常
備
菜
や
缶
詰
、

乾
物
な
ど
を
、
中
食
が
多
い
方
は
レ
ト
ル
ト
食
品
や

フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
な
ど
を
常
備
し
て
お
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

電
気
、
水
道
、
ガ
ス
が
使
え
ず
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
で

調
理
す
る
場
合
は
、
食
品
を
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
湯
煎
調

理
す
る
と
洗
い
物
が
減
り
便
利
で
す
。
湯
煎
調
理
に

は
、
耐
熱
温
度
が
高
い
「
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
」
と

表
記
さ
れ
た
半
透
明
タ
イ
プ
の
ポ
リ
袋
が
向
い
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
耐
熱
の
ポ
リ
袋
で
も
材
料
に
油
を
加
え

て
加
熱
す
る
と
袋
が
溶
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
市
販
品
を
使
っ
て
簡
単
!
高
野
豆
腐
の
煮
物
》

【
材
料
3
〜
4
人
分
】

　

市
販
の
高
野
豆
腐
（
一
口
サ
イ
ズ
）
粉
末
だ
し
付

　

水
2
0
0
〜
2
5
0
ml

【
作
り
方
】

①
ポ
リ
袋
に
水
と
粉
末
だ
し
、
一

口
サ
イ
ズ
の
高
野
豆
腐
を
入
れ

て
、
で
き
る
だ
け
空
気
を
抜
い

て
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
上
部
を
し
っ
か
り
と
縛
る
。

②
水
を
入
れ
た
鍋
に
①
を
入
れ
て
火
に
か
け
、
沸
騰
し

た
ら
、
や
や
火
を
弱
め
て
沸
騰
を
保
つ
。

③
沸
騰
後
10
〜
15
分
し
た
ら
火
を
止
め
、
10
分
ほ
ど
蒸

ら
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係　

　

℡
（
６
１
）
5
0
0
0

食
料
品
の
備
蓄
は
最
低
３
日
分

食
料
品
の
備
蓄
は
最
低
３
日
分

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
で
食
品
ロ
ス
を
防
ぐ

あ
る
と
便
利
な
ポ
リ
袋

あ
る
と
便
利
な
ポ
リ
袋

区分 品名 量 備考

必需品
水 2ℓ×6本×4箱 飲料水+調理用
カセットコンロ
カセットボンベ 12本程度

主食

米 2kg×2袋 1人1食75g（0.5合）程度
カップ麺類 6個
パックご飯 6パック
乾麺 4〜5袋 うどん、そうめん、パスタなど
乾パンやシリアル 適宜

主菜
缶詰 18缶 魚や肉など
レトルト食品 18個 牛丼の素、カレーなど

副菜
その他

日持ちする野菜 適宜 玉ねぎ、じゃがいもなど
梅干し、のり、乾燥わかめなど
インスタントみそ汁や即席スープ
野菜ジュースなど

家庭備蓄の例（1 週間分／大人 2 人の場合）
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みんなで予防　糖尿病③みんなで予防　糖尿病③
血糖値をコントロールするインスリン血糖値をコントロールするインスリン

糖
尿
病
型
に
あ
て
は
ま
る
の
は
H
b
A
1
c
6
.
5

以
上
で
す
が
、H
b
A
1
c
5
.
6
～
6
.
4
の
境
界

型
の
段
階
で
も
、合
併
症
の
進
行
が
始
ま
る
こ
と
は
前

回
確
認
し
ま
し
た
。今
回
は
血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
イ
ン
ス
リ
ン
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

H
b
A
1
c
は
約
２
か
月
間
の
血
糖
値
の
平
均
を
あ

ら
わ
し
ま
す
。血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の

は
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
で
す
。イ
ン
ス
リ
ン

は
、飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
血
糖
値
が
上
が
り
始
め

る
と
、す
い
臓
か
ら
素
早
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。イ
ン
ス
リ

ン
が
適
切
に
働
け
る
状
態
を
保
つ
こ
と
で
H
b
A
1
c

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
筋
肉
、肝
臓
、脂
肪
組
織
へ
糖
の
取
り
込
み
を
促
進
し
血

糖
値
を
下
げ
ま
す
。

②
取
り
込
ん
だ
糖
か
ら
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン（
糖
の
か
た
ま
り
）

や
脂
肪
を
作
り
蓄
え
ま
す
。

③
た
ん
ぱ
く
質
を
つ
く
り
成
長
を
促
し
ま
す
。

食
後
に
血
糖
値
が
下
が
り
き
ら
な
い
場
合
は
、す
い
臓

か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
を
追
加
で
大
量
分
泌
し
、血
糖
値
を
下

げ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

長
期
的
に
繰
り
返
す
と
分
泌
す
る
力
が
低
下
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
の
出
方
、
効
き
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
が
出
に
く
い
方
、
出
て
い
て
も
効
き
に
く

い
方
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
出
に
く
い
上
に
効
き
に
く
い
方
、

生
活
習
慣
以
外
の
原
因
に
よ
り
イ
ン
ス
リ
ン
の
出
方
が

少
な
い
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

血
縁
の
家
族
に
糖
尿
病
の
方
が
い
る
場
合
は
、分
泌

で
き
る
イ
ン
ス
リ
ン
が
少
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、60
歳
以
上
に
な
る
と
分
泌
で
き
る
イ
ン
ス
リ
ン
量

は
若
い
時
よ
り
減
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。過

去
に
暴
飲
暴
食
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
方
や
糖
質
の
多

い
物
を
よ
く
食
べ
て
い
た
方
な
ど
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
た

く
さ
ん
出
し
て
き
た
た
め
、す
い
臓
が
疲
れ
て
し
ま
い
、

出
せ
る
量
が
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
が
多
い
場
合
で
は
、
肥
大
化
し
た
脂
肪
細

胞
か
ら
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
を
邪
魔
す
る
も
の
が
分
泌

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
血
液
中
の
糖
な
ど
が
細
胞
に
取

り
込
ま
れ
に
く
く
な
り
、
高
血
糖
状
態
が
起
こ
り
ま
す
。

１
つ
め
は
、血
糖
値
が
正
常
範
囲（
空
腹
時
血
糖

1
1
0
m
g
/
d
l
未
満・随
時
1
4
0
m
g
/
d
l
未
満・

H
b
A
1
c
5
.
6
％
未
満
）ま
で
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る

か
で
す
。

２
つ
め
は
、食
後
の
血
糖
値
を
少
な
い
イ
ン
ス
リ
ン
量
で

お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
す
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

糖
負
荷
試
験
で
確
認
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
は
、食
の
見
直
し
や
運
動
な
ど
の

生
活
の
見
直
し
に
よ
り
改
善
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

℡
（
6
1
）
５
０
０
０

H
b
A
1
c

H
b
A
1
c
と
イ
ン
ス
リ
ン

と
イ
ン
ス
リ
ン

イ
ン
ス
リ
ン
の
出
方
・
効
き
方
に
は
個
人
差
が
あ
る

イ
ン
ス
リ
ン
の
出
方
・
効
き
方
に
は
個
人
差
が
あ
る

イ
ン
ス
リ
ン
が
出
に
く
い
方

イ
ン
ス
リ
ン
が
出
に
く
い
方

イ
ン
ス
リ
ン
が
出
て
い
て
も
効
き
に
く
い
方

イ
ン
ス
リ
ン
が
出
て
い
て
も
効
き
に
く
い
方

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
方
を
み
る
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
方
を
み
る
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
は
改
善
で
き
る

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
は
改
善
で
き
る

イ
ン
ス
リ
ン
の
仕
事（
図
１
）

イ
ン
ス
リ
ン
の
仕
事（
図
１
）

図 1
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地球温暖化防止　経費削減のため地球温暖化防止　経費削減のため
もえるごみ 50% 削減を目指しましょうもえるごみ 50% 削減を目指しましょう

空
き
缶
・
金
属
類
は
こ
う
し
て
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

〇
空
き
缶
と
は
？

　

人
の
口
に
入
る
も
の
（
食
品
や
飲

料
）が
入
っ
て
い
た
も
の
の
み
で
、《
ス

チ
ー
ル
マ
ー
ク
》
か
《
ア
ル
ミ
マ
ー

ク
》
の
ど
ち
ら
か
が
つ
い
て
い
る
も

の
を
さ
し
ま
す
。

①
中
を
さ
っ
と
洗
う

　

汚
れ
て
い
る
と
腐
敗
や
腐
食
の
原
因
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
汚
れ
た
ま
ま
だ
と
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際

に
、
洗
浄
や
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

の
選
別
な
ど
、
余
分
な
手
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

②
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
は
同
じ
袋

　

処
理
施
設
で
、
磁
石
に
つ
く
ス
チ
ー
ル
（
鉄
）
と

磁
石
に
つ
か
な
い
ア
ル
ミ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
分
け
ず
に
同
じ
袋
で
出
し
て
も
大
丈
夫
で

す
。

③
つ
ぶ
せ
る
缶
は
つ
ぶ
す

　

ス
チ
ー
ル
缶
な
ど
つ
ぶ
し
に
く
い
缶
は
そ
の
ま
ま

で
も
大
丈
夫
で
す
が
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
つ
ぶ
し
や
す

い
缶
は
、
つ
ぶ
す
と
か
さ
ば
ら
ず
に
済
み
ま
す
。

④
ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
は
外
し
て
出
す

　

ふ
た
（
キ
ャ
ッ
プ
）
が
し
ま
っ
た
ま
ま
だ
と
、
容
器

内
に
中
身
が
残
っ
て
い
る
か
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
中
身

が
残
っ
て
い
る
と
悪
臭
が
発
生
し
た
り
、
回
収
時
や
リ

サ
イ
ク
ル
時
に
キ
ャ
ッ
プ
が
飛
ん
だ
り
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

〇
ス
プ
レ
ー
缶

　

ガ
ス
な
ど
の
内
容
物
が
残
っ
て
い
る
と
収
集
車
の

中
で
爆
発
、
炎
上
と
い
う
事
故
が
起
こ
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
中
身
が
使
い
き
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
周

囲
に
火
の
気
が
な
い
か
十
分
注
意
し
て
、
中
身
が
空

に
な
る
ま
で
噴
射
後
、
必
ず
穴
を
あ
け
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
危
険
物
（
針
、
カ
ッ
タ
ー
の
刃
、
釘
、
包
丁
な
ど
）

　

そ
の
ま
ま
入
れ
る
と
袋
を
破
い
て
し
ま
い
そ
う
な

物
は
、
細
か
け
れ
ば
空
き
缶
な
ど
に
入
れ
て
、
ガ
ム

テ
ー
プ
な
ど
で
封
を
し
て
、
そ
の
テ
ー
プ
に
「
針
」
、

「
カ
ッ
タ
ー
の
刃
」
な
ど
と
記
入
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

包
丁
な
ど
の
大
き
な
も
の
は
、
刃
の
部
分
を
厚
紙

な
ど
で
包
ん
で
か
ら
、
他
の
金
属
類
の
一
番
上
に
な

る
よ
う
に
（
回
収
時
に
見
え
る
よ
う
に
）
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
外
せ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
外
す

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ー
ル
、
紙
な
ど
が
つ
い
て
い

る
場
合
は
、
取
り
外
せ
る
も
の
は
、
な
る
べ
く
取
り
外

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
べ
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な

ど
の
持
ち
手
が
取
れ
な
い

（
分
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
）
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

金
属
と
し
て
指
定
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

空
き
缶　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

　

空
き
缶　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

〇
ご
み
削
減
ア
イ
デ
ア
を
募
集
中
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
、
も

え
る
ご
み
削
減
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
実
践
例
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
は
、
広
報
や
町
の
Ｈ

Ｐ
な
ど
に
掲
載
し
、
も
え
る
ご
み
削
減
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

空
き
缶
・
金
属
類
の
分
別
方
法

　

空
き
缶
・
金
属
類
の
分
別
方
法

　

金
属
類　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

　

金
属
類　

も
え
な
い
ご
み
袋
へ
入
れ
る

●
生
ご
み
は
水
を
絞
っ
て
軽
量
化

●
紙
ご
み
は
エ
コ
資
源
。

　

燃
や
さ
ず
分
別
！
リ
サ
イ
ク
ル
！

広報いけだ 10



町有財産の売却について町有財産の売却について
　

池
田
町
で
は
使
用
し
な
く
な
っ
た
物
品
を
見
積

合
わ
せ
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
見
積
合
わ
せ
と

は
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
の
な
か
で
、
町
が
あ

ら
か
じ
め
定
め
た
価
格
（
最
低
見
積
価
格
）
以
上

で
、
最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
方
に
購
入
し
て
い

た
だ
く
方
法
で
す
。

　

購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
案
内
書
を
熟
読
お
よ

び
売
買
物
件
を
確
認
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
下
見
会　

《
実
施
日
》
11
月
７
日
（
木
）
、
12
日
（
火
）
、

18
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

《
場　

所
》
池
田
北
保
育
園　

ほ
か

●
見
積
書
な
ど
の
提
出

《
提
出
期
限
》
11
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
必
着

《
提
出
書
類
》
①
見
積
書　

②
誓
約
書

《
提
出
方
法
》
郵
送
ま
た
は
持
参

《
提
出
先
》
総
務
課
財
政
係

●
そ
の
他

・
見
積
合
わ
せ
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

「
町
有
財
産
売
払
案
内
書
」
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
「
案
内
書
」
は
、
総
務
課
財
政
係
窓
口
も

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

・
物
品
は
中
古
品
（
使
用
し
な
く
な
っ
て
時
間
が

経
過
し
て
い
る
も
の
を
含
む
）
で
あ
り
、
現
況
有

姿
で
の
引
き
渡
し
と
な
る
た
め
品
質
が
保
証
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
こ
の
見
積
合
わ
せ
は
、
町
の
都
合
に
よ
り
延
期

ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
総
務
課
財
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
染
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

運
用
が
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
　

　

今
年
度
は
、
年
間
通
し
て
地
域

と
つ
な
が
る
た
め
に
、
地
域
の
方

に
学
校
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
新
た
に
試
行
し
て

い
き
た
い
と
考
え
、「
あ
い
そ
め
☆

ら
い
ぶ
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

得
意
な
こ
と
や
得
意
な
も
の
を
持

ち
込
ん
で
披
露
し
て
い
た
だ
く
時

間
で
、
持
ち
時
間
は
た
っ
た
の
10

分
間
で
す
。
業
間
休
み
な
の
で
、

見
に
来
る
子
ど
も
は
、
多
い
か
も

し
れ
な
い
し
少
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
回
覧
で
広
報
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
徐
々
に
申
し

込
み
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

初
回
は
、
30
体
以
上
の
ガ
ン
ダ

ム
プ
ラ
モ
デ
ル
の
展
示
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、一
人
弾

き
歌
い
（
２
曲
）
や
手
作
り
紙
芝

居
の
上
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
狂
言
の
上
演
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
見
に
来
る
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
、「
こ
の

方
は
、『
あ
い
そ
め
☆
ら
い
ぶ
』
に

来
て
く
れ
た
お
じ
さ
ん
だ
。
」
と

か
「
あ
の
お
ば
さ
ん
は
手
作
り
紙

芝
居
を
や
っ
て
く
れ
た
な
。
」
な

ど
と
い
ず
れ
地
域
で
再
会
し
た
と

き
に
こ
そ
、
互
い
に
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
た
ら
よ
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。「
あ
い
そ
め
☆
ら
い
ぶ
」
を

き
っ
か
け
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
今
後
も
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
随
時
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
染
小
学
校

　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
０
２
３

会 染 小 学 校
1010
分
間
の

分
間
の

　

「
あ
い
そ
め
☆
ら
い
ぶ
」

　

「
あ
い
そ
め
☆
ら
い
ぶ
」

売
却
物
品
リ
ス
ト

No. 物件名 最低見積価格
1 業務用冷蔵冷蔵庫（2ドア）SANYO製 30,000円
2 業務用冷蔵冷蔵庫（4ドア）ホシザキ製 30,000円
3 電気式食器消毒保管機 アイホー製 10,000円
4 煮炊き釜・ガス（2機） アイホー製 2,000円
5 釜・ガス（1機） 2,000円
6 ガス炊飯器 リンナイ製 2,000円
7 ロッカーA 1,000円
8 ロッカーB 2,000円
9 書類ラック 300円

10 カーオーディオ クラリオン製 1,000円
11 健康器具 マンテン製A 1,000円
12 健康器具 マンテン製B 1,000円
13 トレーニング器具 1,000円
14 下駄箱6×8 500円
15 古銭セット 100円
16 椅子（青） 1,000円
17 椅子（緑） 1,000円
18 金庫 100円
19 シュレッダー 3,000円
20 オートレベル Nikon製 3,000円
21 電動セオドライト PENTAX製 5,000円
22 トータルステーション Nikon製 5,000円
23 遠赤外線ストーブ サナーエレクトロニクス製 1,000円
24 ペレットストーブ用 ペレット 40㎏ 1,000円
25 記念硬貨A 3,000円
26 記念硬貨B 3,000円
27 記念硬貨C 3,000円
28 記念硬貨D 12,000円
29 記念文鎮 500円
30 茶道セット 10,000円
31 妻折野点傘 10,000円
32 ブラウン管テレビ パナソニック製 300円
33 木馬 6,000円
34 1997年横浜元町プレート 5,000円
35 ポップアップ式トースター 5,000円
36 バレーボール3個セット 1,000円
37 ボールカゴ 1,000円
38 額縁 300円
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午
後
は
会
染
児
童
セ
ン
タ
ー

へ

ツ
ア
ー
以
外
で
も
、
池
田
町

の
子
育
て
や
教
育
環
境
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い

き
ま
す

東
京
と
埼
玉
か
ら
２
組
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
が
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た

始
め
は
、
会
染
小
学
校
の
見

学
へ

次
に
池
田
小
学
校
、
夏
休
み

明
け
の
子
ど
も
た
ち
の
授
業

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

vol.13

　
●
い
け
だ
で
子
育
て
移
住
案
内
ツ
ア
ー
●

　
今
年
度
か
ら
新
し
い
試
み
で
、
子
育
て
世
帯
や
池
田
町
の
教
育
環
境
に
関
心
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
保
育
園
や
小
学
校
、
中
学
校
な
ど
の
施
設
を
周
る
日
帰
り
ツ
ア
ー
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
８
月
に
初
め
て
の
お
客
様
が
ご
参
加
い
た
だ
い
た
ツ
ア
ー
の
様
子

を
お
届
け
し
ま
す
。

す
れ
違
う
と
必
ず
挨
拶
を
し

て
く
れ
る
池
田
の
子
ど
も
た

ち
は
素
敵
で
す
ね

子育て移住案内ツアー

【問合せ先】総務課  移住定住係　℡（６２）３１３１

　

町
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、
空
き
家
の
増
加
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
現
状
を
把
握
し
、
よ
り
一
層
の
空
き
家
対
策
を
推
進
す
る

た
め
、
今
年
度
、
約
６
年
ぶ
り
に
、
町
内
の
空
き
家
の
実
態
調
査
や
空
き
家
の
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
町
が
委
託
し
た
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
の
調
査
員
が
、

空
き
家
の
老
朽
度
や
敷
地
の
管
理
状
況
等
を
外
観
か
ら
調
査
を
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
調
査
地
域
】
池
田
町
の
都
市
計
画
区
域
に
限
る
（
大
字
池
田
・
会
染
・
中
鵜
）

【
調
査
期
間
】
11
月
１
日
か
ら
12
月
10
日
（
平
日
の
み
）

【
調
査
時
間
】
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

【
調
査
内
容
】
空
き
家
と
思
わ
れ
る
家
屋
の
状
態
確
認
お
よ
び
写
真
撮
影

【
調
査
員
】
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
の
調
査
員

※
調
査
員
は
、
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
ロ
ゴ
の
入
っ
た
作
業
着
を
着
用
し
、
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
総
務
課
移
住
定
住
係　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

空
き
家
実
態
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

空
き
家
実
態
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ
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1111
月
２
日
（
土
）
か
ら
『
第
２
回
―
ア
ー
ト
で
繋
が
る

月
２
日
（
土
）
か
ら
『
第
２
回
―
ア
ー
ト
で
繋
が
る
――

北
ア
ル
プ
ス
の
里
コ
ネ
ク
ト
展
』
開
催

北
ア
ル
プ
ス
の
里
コ
ネ
ク
ト
展
』
開
催

【
問
合
せ
先
】北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　

℡（
６
２
）６
６
０
０

本
展
は「
繋
が
る（
コ
ネ
ク
ト
）」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、池
田
美
術

協
会
・
大
町
美
術
協
会
・
松
川
美
術
協
会

を
中
心
と
し
た
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
に
ゆ

か
り
の
あ
る
美
術
愛
好
家
に
よ
る
合
同

展
覧
会
で
す
。

2
回
目
と
な
る
今
回
も
、多
様
な
分
野
、

技
法
の
ア
ー
ト
作
品
約
1
0
0
点
を
展
示

し
、入
場
無
料
で
ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
で
活
躍
す
る
作
家
の

力
作
を
、ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

《
会

　
　
期
》　
11
月
2
日（
土
）～
12
月
10
日（
火
）

《
休
館
日
》　
月
曜
日（
月
曜
祝
日
の
場
合
、翌
火
曜
休
館
）

《
開
館
時
間
》　
午
前
9
時
～
午
後
5
時（
最
終
入
館
午
後
4
時
30
分
）

　
　
　
　
　
　
※
12
月
10
日（
火
）は
12
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

《
会

　
　
場
》　
企
画
展
示
室
A
・
B

《
観
覧
料
》　
無
料（
常
設
展
示
を
ご
利
用
の
場
合
は
別
途
料
金
発
生
）

《
関
連
イ
ベ
ン
ト
》　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
蠟
ア
ー
ト
」

	

日

時
：
11
月
17
日（
日
）午
後
1
時
～
3
時

	

参
加
費
：
1
人
2
︐5
0
0
円

	

申
込
期
限
：
11
月
15
日（
金
）ま
で

	

会

場
：
美
術
館
喫
茶
ス
ペ
ー
ス

	

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
‼
」

	

日

時
：
11
月
23
日（
土
）・
24（
日
）

	

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
・
午
後
1
時
～

	

参
加
費
：
1
人
3
0
0
円（
申
込
不
要
）

	

会

場
：
美
術
館
喫
茶
ス
ペ
ー
ス

『第 1 回―アートで繋がるー北ア
ルプスの里コネクト展』展示写真

　

池
田
町
の
皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

10
月
よ
り
振
興
課
商
工
観
光
係
で
ま
ち
な
か
活

性
化
施
設
の
利
用
推
進
お
よ
び
特
産
品
開
発
を

担
当
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
ま
し

た
、
笛
木
瑠
海
香
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

着
任
前
は
青
山
学
院
大
学
を
卒
業
し
た
の

ち
、
広
告
代
理
店
に
て
主
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

制
作
、
運
用
を
し
て
い
ま
し
た
。
渋
谷
の
ど
真

ん
中
で
毎
晩
遅
く
ま
で
働
き
、
昼
夜
逆
転
し
た

生
活
を
し
て
い
る
な
か
で
、
人
生
の
半
分
以
上

が
仕
事
を
し
て
い
る
時
間
な
の
だ
か
ら
、
も
っ

と
大
切
に
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
感
じ
て
、
東

京
を
離
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
旅
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
、
小
さ

い
頃
か
ら
全
国
世
界
色
ん
な
箇
所
を
巡
っ
て
き

た
中
で
も
、
最
も
心
を
動
か
さ
れ
た
の
が
長
野

県
の
空
気
と
景
色
で
し
た
。

　

大
学
で
４
年
間
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
で
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
日
本
の
風

景
、
特
に
長
野
県
に
魅
力
を
感
じ
、
絶
賛
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
よ
り
長
野
県
に
住
み
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
目
に
留
ま
っ
た
の
が
池
田
町
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
で
し
た
。
圧
倒
さ

れ
る
よ
う
な
山
々
と
透
き
通
る
水
の
音
、
そ
し

て
個
人
的
に
お
花
や
ハ
ー
ブ
の
香
り
が
好
き
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
ん
な
に
も
私
に
と
っ
て

素
敵
な
環
境
は
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
魅
力
を
一
番
近
く
で
体
感
し
な
が
ら
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
人
に
こ
の
町
の
よ
さ
を
発
信

し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

池
田
町
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
ど
こ
よ
り
も

魅
力
的
な
こ
の
町
を
よ
り
輝
か
せ
、
自
分
自
身

も
成
長
し
て
い
け
る
３
年
間
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

温
か
く
て
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
皆
さ
ま
と
も
っ

と
も
っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
の
で
見
か
け
た
ら

沢
山
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
！
！

笛
木
瑠
海
香

笛
木
瑠
海
香

振
興
課

振
興
課

商
工
観
光
係

商
工
観
光
係

№107

自
己
紹
介

自
己
紹
介

▶
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
の
美
術
館
に
て

ふ
え
き　

る
う
か

ふ
え
き　

る
う
か
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町では子どもの読書活動を推進するため、国で示された基本的な方向や目標項目を基に、これまでの取組の成果

や課題、パブリックコメント等を踏まえ、令和６年度から 10 年度までの概ね５年間を計画期間とする、『第３次

池田町子ども読書活動推進計画』を策定しました。

〈計画の趣旨〉
　第２次池田町子ども読書活動推進計画での成果や課題、また策定後の情勢の変化を踏まえ改訂し

ました。すべての子どもが主体的に読書に親しみ楽しめるよう、家庭や学校、関係機関、地域が連

携、協力し、多様な読書活動の推進を図っていきます。

期間：令和６年度から令和 10 年度までの概ね５年間　対象：０歳から 18 歳以下の子ども
〈計画の基本方針〉
（１）乳幼児期より、豊かな言葉と出会い、家庭での読書活動に親しみ、生涯にわたって自ら読書

活動を楽しむ基盤を大切にできるよう支援します。

（２）家庭・保育園・学校等・地域の読書推進活動を、子どもの発達段階に合わせて日常的、継続

的に実践することにより、子どもの読書活動の充実を図ります。

（３）家庭・保育園・学校等・地域の読書環境の整備・充実を図り、関係諸機関、団体相互の連携・

協力により読書活動推進体制を整えます。

（４）すべての町民が読書活動に関する理解を深め、関心を高めることができるよう、子ども読書

活動の意義や大切さについての啓発と情報提供を行います。
〈池田町の子ども読書推進活動〉
―家庭を始め、関係機関が連携し、子どもたちが読書に親しむ機会の創出・充実を図ります―

第3次池田町子ども読書活動推進計画の概要

【問合せ先】　生涯学習課　生涯学習係　℡（62）2058
　　　　　　　〒 399-8601　池田町大字池田 3336-1 交流センターかえで内

本計画は、ここから
ご覧いただけます▶️

広報いけだ 14



☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆ 11 月の休館日　４・11・18・25・26 日

（26 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

パトリシア・ポラッコ 作
福本 友美子 訳
さ・え・ら書房 刊

1 人の図書館員さんと、１
冊の大きな鳥の本…。あこ
がれの図書館には、将来の
夢につながる出逢いが詰ま
っていました。

空となかよくなる天気の写真えほん
くものなまえ

その他の新着書
地名の魔力	 今尾恵介
青嵐の旅人	 天童荒太
藍を継ぐ海	 伊予原新
青姫	 朝井まかて
荒れ地の種	 江上　剛
抹殺	 柴田哲孝
世界のすべて	 畑野智美
ロブスター	 篠田節子
ケーキ	 小西英子

これ 1冊でわかる ! 蔦屋重三郎と江戸
文化	 伊藤賀一
大統領たちの五〇年史	 村田晃嗣
すべてを蒸したいせいろレシピ
	 りよ子
浅草寺子屋よろず暦	 砂原浩太朗
アーセナルにおいでよ	 あさのあつこ
リスボンのブック・スパイ
	 アラン・フラド
三谷幸喜 創作の謎	 三谷幸喜

荒木 健太郎
文・写真・絵
金の星社 刊

巻雲、積乱雲など十
種雲形といわれる雲の
名前と特徴を、美しい
写真で楽しむ雲の写真
絵本。

あこがれの図書館
浅田 次郎 著

小学館 刊
大物作家が遭遇した海

外、国内での抱腹絶倒の
出来事から身辺に起こる
ドラマチックな出来事を
絶妙の筆致で描く。読み
応えたっぷりの全 40 篇。

アジフライの正しい食べ方

かかえでの会図書館部会 主催えでの会図書館部会 主催
『『本のリサイクル広場』開催に伴い、本のリサイクル広場』開催に伴い、

ごご家庭で読まれなくなった本の家庭で読まれなくなった本の
提提供をお願いします供をお願いします

◉受付期間：10 月 25 日（金）～ 11 月 7 日（木）
◉受付場所：図書館カウンター
◉著しい汚れや傷みがある本、雑誌、全集や

辞書 ･ 事典類など、対象としないものもあ
ります。詳しくはお問い合わせください。

両日開催両日開催

本本のリサイクル広場のリサイクル広場

第第2266回図書館まつりのお知らせ回図書館まつりのお知らせ
開場：午前 10 時～午後４時　会場：交流センターかえで

〇日本の昔話絵本展『むか～し、むかし、あるところに』
　好きな昔話絵本への投票やコメントを募集します
〇おはなしでてこ～い！！
〇『ももたろう』のお絵かき作品展示
〇おはなしクイズに挑戦！
〇恐竜絵本コーナー

11 月 9 日（土）～ 24 日（日）
「交流センターかえでの会・図書館部会」の

会員のみなさんの運営で開催します。

＊「ビブリオトーク」とは、自分のお気に入りの本をそ
の理由とともに紹介し、参加している人みんなで語
り合う活動のことです。

111 月 10 日（日）1 月 10 日（日）

111 月 9 日（土）1 月 9 日（土）
午前 10 時　キッチンスペース
　クラフト講座 『刺し子で針山をつくりましょう』
　　定員 5 名　材料代 200 円（要事前申込）
午後 1 時　キッズルーム
　ワークショップ
　『みんなでおっきな きょうりゅうをつくろう！』
　　要事前申込 15 名

午前 10 時＆ 11 時　学習室
　ワークショップ『つくってみよう！化石けしゴム』
　　講師：信州新町化石博物館職員のみなさん
　　各組定員 15 名　材料代 150 円（要事前申込）
午後 2 時　ホール
　ビブリオトーク（発表者は要事前申込）
　　第 1 部　保育園児から小学生
　　第 2 部　中学生から一般
　発表を聞いて投票しよう！ぜひ、ご来場ください。

【申込・問合せ先】池田町図書館　電話 62-5659　月曜日休館
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●
小
林　

充
輝
さ
ん
（
松
本
工
業
高

等
学
校
）

【
参
加
大
会
】

　

第
24
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
北
信
越
大
会

【
結
果
】

　

電
子
回
路
組
立
部
門　

４
位

【
感
想
】

　

別
の
大
会
や
就
職
活
動
が
重
な
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
練
習
時
間
が
満

足
に
と
れ
な
い
ま
ま
挑
ん
だ
大
会
で

し
た
が
、
中
間
よ
り
も
上
位
の
４
位

と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

た
。

　

全
国
大
会
へ
行
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
経
験
を
今

後
の
大
会
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

◇
池
田
町
で
は
、
文
化
芸
術
に
関
す

る
大
会
出
場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。
予
選
を
勝
ち
抜
き
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
・
全
国
大
会
な
ど
に
出
場

さ
れ
る
方
は
報
奨
金
の
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
涯
学

習
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
０
５
８

　

９
月
８
日
に
第
２
回
大
北
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
ま
で
は
大
北
縦
断
駅
伝
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
前

回
か
ら
各
町
村
持
回
り
で
の
大
会
と

な
り
、
今
回
は
小
谷
村
下
里
瀬
地
区

35
．
８
㎞
を
８
区
間
で
つ
な
ぐ
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
６
チ
ー
ム
中
６
位
と
い
う

結
果
で
し
た
が
、
小
学
生
女
子
の
区

間
で
は
倉
嶋
温
陽
さ
ん
（
会
染
小
）

が
区
間
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
が
目
標
に
向
か
っ
て
、
た
す

き
を
つ
な
ぐ
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

○
藤
井　

奈
々
寧
さ
ん
（
高
瀬
中
）

【
参
加
大
会
】

　

第
10
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

【
結
果
】

　

中
学
二
年
女
子　

組
手
の
部

　

初
戦
敗
退

【
感
想
】

　

今
回
は
、
相
手
の
身
長
が
高
く
、

少
し
や
り
に
く
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

し
た
が
、
隙
を
狙
っ
て
１
点
は
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受
け
手
側
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
次
か
ら
は
ど

ん
な
相
手
で
も
ど
ん
ど
ん
攻
め
て
い

き
た
い
で
す
。

○
松
田　

隼
弥
さ
ん
（
ア
ル
プ
ス
リ

ー
グ
）

【
参
加
大
会
】

　

第
58
回
全
日
本
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野

球
選
手
権
大
会

【
結
果
】

　

一
回
戦
敗
退

【
感
想
】

　

全
国
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
戦
っ
た
こ
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
た
こ
と
、
全
て
良
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
リ
ー
グ
で
も

頑
張
り
ま
す
。

○
雨
宮　

冬
子
さ
ん
（
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
）

【
参
加
大
会
】

　

第
４
回
ボ
ル
ダ
ー
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

カ
ッ
プ
鉾
田

【
結
果
】

　

ユ
ー
ス
Ｄ
女
子
の
部　

35
位

【
感
想
】

　

初
め
て
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◇
池
田
町
に
は
北
信
越
大
会
以
上
の

大
会
出
場
者
へ
の
報
奨
金
制
度
が
あ

り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
７
６
５
４

　

９
月
15
日
に
大
か
え
で
倶
楽
部
主

催
の
「
な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験

会
」
を
総
合
体
育
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
や
ボ
ッ
チ
ャ
な

ど
新
ス
ポ
ー
ツ
と
呼
ば
れ
る
競
技
が

用
意
さ
れ
、
大
人
も
子
ど
も
も
夢
中

に
な
っ
て
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
約
80
名
の
住
民
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
だ

け
で
は
な
く
、
参
加
賞
や
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
活
気
あ
ふ

れ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】
大
か
え
で
倶
楽
部

　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
７
６
５
４

総
合
体
育
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら

公
民
館
か
ら

公
民
館
か
ら

北
信
越
大
会
出
場
者
の
声

北
信
越
大
会
出
場
者
の
声

第
２
回
大
北
駅
伝
大
会
結
果
報
告

第
２
回
大
北
駅
伝
大
会
結
果
報
告

▲号砲が鳴り、一斉にスタート

全全
国
大
会
出
場
選
手
の
声

国
大
会
出
場
選
手
の
声

な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

な
ん
で
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

▲スラックラインに挑戦！
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秋
高
し
横
一
列
の
墓
石
か
な

　
　
　
　
　
　
北
原

　
幻
楽
（
一
丁
目
）

手
ぶ
ら
で
と
言
わ
れ
た
も
の
の
黒
葡
萄

　
　
降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

ひ
ん
や
り
と
目
覚
め
の
床
や
今
朝
の
秋

　
　
荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

踊
の
輪
母
老ろ

う
れ
ん練

の
足
さ
ば
き

　
　
　
　
　
　
吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

鈴
虫
や
深
ま
る
夜
に
解
く
ク
イ
ズ

　
　
　
中
沢

　

恵
（
十
日
市
場
）

祥し
ょ
う
つ
き月

の
母
の
忌
近
し
こ
ぼ
れ
萩

　
　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子
（
十
日
市
場
）

学ま
な
び
や舎

の
存
続
い
か
に
秋
深
し

　
　
　
　
　
　
横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

小
春
日
や
仏
間
陣
取
り
猫
眠
る

　
　
　
　
　
平
林

　
昇

　
（
林

　
中
）

菊
日
和
米
研
ぐ
妻
の
は
や
り
唄

　
　
　
　
　
薄
井

　
保
丞
（
南

　
台
）

ご
時
世
や
ド
ロ
ー
ン
が
兵
器
そ
ぞ
ろ
寒

　
　
石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て

ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

１月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点を記
入し、11 月末日までに投稿してくだ
さい。
作品には①地区名②氏名③電話番号④
中学生以下の方は学校名と学年を明記
してください。投稿多数の場合は、選
者により選考（10 句以内）して掲載
します。なお、選者により語句の訂正
等をさせていただく場合がありますの
で、ご了承ください。

■あて先 〒 399-8696（住所不要）
　池田町総務課　総務係　
　℡ 62-3131　
メール soumu@town.ikeda.nagano.jp

令
和
７
年
４
月
、
こ
ど
も
や
子
育

て
家
庭
の
相
談
・
遊
び
・
交
流
の
場

の
機
能
を
有
し
た
池
田
町
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
の
郷
内
に
開
所
す
る
予
定

で
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
多
く
の

町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
有
効
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
愛

称
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

〇
愛
称
決
定
の
流
れ

11
月　

愛
称
の
募
集
。

12
月　

一
次
審
査
：
選
考
委
員
に

よ
り
最
大
5
作
品
の
選
定
。

12
月
下
旬　

こ
ど
も
・
子
育
て
当

事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。

1
月　

二
次
審
査
：
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
踏
ま
え
て
愛
称
決
定
。

2
月　

決
定
し
た
愛
称
を
発
表
。

4
月　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

開
所
式
に
合
わ
せ
て
、
決
定
さ
れ

た
愛
称
を
応
募
さ
れ
た
方
に
謝
礼

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

○
募
集
期
間
：
令
和
６
年
11
月
11
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
６
年
11
月
29
日

○
応
募
方
法
：

・
応
募
フ
ォ
ー
ム
：
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
リ
ン
ク
か
ら
開
き
必
要
事

項
を
ご
入
力
の
上
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

・
応
募
用
紙
：
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す

ら
ぎ
の
郷
で
応
募
用
紙
を
入
手
い

た
だ
き
、
提
出
は
同
施
設
内
の
応

募
箱
（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

○
そ
の
他
注
意
事
項
や
応
募
方
法

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
多
世
代
相
談
セ
ン

タ
ー

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

愛称募集！！池田町こども家庭センター愛称募集！！池田町こども家庭センター 令令和７年４月スタート和７年４月スタート

募集について
町ホームページ
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●
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
出
展
者
募
集

ロ
ビ
ー
に
絵
画
や
写
真
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
！

個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。
搬
入
・
搬
出
は

自
身
で
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
、
作
品
数
な
ど
の
詳
細
は
創
造
館
ま
で
。

※
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん

●
毎
月
２
回
の
ピ
ア
ノ
半
額
デ
ー

【
ピ
ア
ノ
利
用
料
】
１
時
間
１
０
０
０
円
が
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

【
ホ
ー
ル
の
使
用
料
】
５
０
０
円
（
町
民
２
５
０
円
）

※
冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

日
程
は
創
造
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
お
知
ら
せ

・
11
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
は
休
場
と

な
り
ま
す
。
『
来
年
も
４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
予
定
』

・
コ
ロ
ナ
前
ま
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
公

募
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
公
募
演
奏
会
」
と
名

称
を
変
え
、
来
年
の
２
月
に
開
催
予
定
で
す
。
募
集
要
項
に
つ
き
ま
し

て
は
、
12
月
上
旬
に
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
と
創
造
館
に
て
配
布
い
た

し
ま
す
。
沢
山
の
方
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
池
田
町
創
造
館　

℡
（
６
２
）
６
０
６
５

　

※
月
曜
日
は
休
館
に
な
り
ま
す
。

（
月
曜
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

創
造
館
だ
よ
り

創
造
館
だ
よ
り

　

今
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
の
記
憶
が
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
８
月
に
は
宮
崎
県
で
震
度
６
弱
の

地
震
発
生
に
伴
い
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨

大
地
震
注
意
）
が
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
例
に
す
る
ま
で
も
な
く
、
地
震
は
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
発

生
の
際
、
的
確
な
対
応
を
と
る
た
め
、
初
期
行
動
と
日

頃
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
は
、
身
の
回
り
の
安
全
を
確
保
し
、
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
頭
と
体
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
命
を
守
る
こ

と
が
最
優
先
で
す
。

②
地
震
に
よ
り
建
物
が
歪
み
、
ド
ア
が
開
か
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
が
収
ま
っ
て
き
た
ら
、

ド
ア
を
開
け
て
避
難
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

③
火
気
を
使
用
し
て
い
た
ら
、
そ
の
始
末
を
す
る
と
と

も
に
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

④
避
難
の
際
は
、
再
通
電
時
の
火
災
を
防
止
す
る
た

め
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

⑤
屋
外
で
の
避
難
の
際
は
、
門
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が

倒
れ
て
く
る
こ
と
を
想
定
し
、
こ
れ
ら
に
近
づ
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
余
裕
が
あ
れ
ば
、
家
族
や
近
所
の
方
の
安
否
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
や
警
察
な
ど
が
救
助
活

動
す
る
際
の
情
報
提
供
に
役
立
ち
ま
す
。

⑦
消
防
隊
な
ど
に
よ
る
救
助
・
捜
索
活
動
が
始
ま
る

ま
で
の
間
、
家
具
等
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
方
が

い
た
ら
、
住
民
同
士
で
協
力
し
合
い
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
救
出
・
救
護
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
間
違
っ
た
情
報
で
行
動
し
な
い
よ
う
、
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
、
行
政
機
関
か
ら
の
正
し
い
情
報
を
得
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
情
報
源
で
す
が
、
デ

マ
が
拡
散
す
る
要
因
に
も
な
り
得
ま
す
。

①
各
地
域
の
避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
非
常
用
の
バ
ッ
グ
（
両
手
が
空
く
も
の
が
望
ま
し

い
）
を
用
意
し
て
、
３
日
分
の
食
料
や
飲
料
水
、
ラ

ジ
オ
・
電
池
・
貴
重
品
な
ど
必
要
最
低
限
の
物
を
入

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
タ
ン
ス
や
冷
蔵
庫
な
ど
は
、
壁
に
固
定
す
る
か
、
ま

た
は
転
倒
防
止
器
具
を
用
い
て
転
倒
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
高
さ
の
あ
る
棚
な
ど
に
物
を
入

れ
る
場
合
は
、
下
に
重
い
物
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
倒
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
、
早
急
に
確
認
と
準
備
を
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
０
１
１
９ 

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９

日
頃
の
備
え
と
し
て
…

日
頃
の
備
え
と
し
て
…

地
震
に
備
え
よ
う
！

地
震
に
備
え
よ
う
！

地
震
が
起
き
た
ら
…

地
震
が
起
き
た
ら
…
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高
瀬
中
学
校
で
は
、

９
月
27
日
に
テ
ー
マ

を
「
襷

た
す
き

〜
１
９
５
の

笑
顔
を
繋つ

な

げ
〜
」
と

し
て
第
48
回
高
瀬
祭

を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
大
勢
の
地

域
の
方
々
に
ご
来
校

い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
生
徒
達
は
ク
ラ

ス
、
学
年
、
そ
し
て

全
校
で
協
力
し
な
が

ら
事
前
準
備
を
進
め
、

当
日
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
成
果

を
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

「
繋

き
ず
な
」
を
意
識
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
た

く
さ
ん
の
人
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
成
果
を
糧
に
、

学
校
教
育
活
動
に
励
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

資
源
回
収
（
８
月
26
日
～
９
月
１
日
）
へ

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
資
源
物
回
収
の
詳
細
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
ア
ル
ミ
缶･･･

８
６
０
㎏

・
牛
乳
パ
ッ
ク･･･

５
５
０
㎏

収
益
金
は
９
３
，
２
２
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

収
益
金
は
、
生
徒
会
活
動
充
実
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
々
な
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
高
瀬
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
１
７
１

　

９
月
27
日
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
を
町
長
が
直
接
お
祝
い
す

る
た
め
、
町
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
お
よ
び
希
望
の
あ
っ
た
お
宅
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

町
長
が
お
一
人
お
ひ
と
り
に「
１
０
０

歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
も
お
元
気
で
ね
。」と
祝
い
の
言
葉
を

添
え
て
、総
理
大
臣
の
祝
い
状
と
記
念

品
を
渡
し
な
が
ら
、ご
本
人
や
そ
の
ご

家
族
と
１
０
０
歳
を
迎
え
た
思
い
や
、

長
寿
の
秘
訣
な
ど
の
話
題
で
和
や
か
に

交
流
し
ま
し
た
。

　

祝
い
状
を
受
け
取
っ
た
荻
澤
麗
子
さ

ん
（
一
丁
目
）
は
「
感
謝
感
謝
で
あ
り

が
た
い
。
」
と
穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か

べ
、
息
子
の
太
郎
さ
ん
と
町
長
と
一
緒

に
記
念
撮
影
を
し
て
お
祝
い
し
ま
し
た
。

「
納
豆
を
週
２
回
ぐ
ら
い
は
食
べ
さ
せ

て
ま
す
。
」
と
い
う
太
郎
さ
ん
は
、
自

分
が
受
け
た
特
定
健
診
で
言
わ
れ
た
こ

と
を
、
麗
子
さ
ん
の
毎
日
の
食
事
や
生

活
に
生
か
し
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
日
々
の
こ
と
を
に
こ
や
か
に
話

す
お
二
人
の
姿
に
絆
の
深
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

町
長
は
「
大
先
輩
が
本
当
に
今
ま
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
若

い
も
の
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」
と
こ
れ
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方

は
池
田
町
で
12
名
で
す
。
大
変
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

100 歳を祝う～これからもお元気に！～100 歳を祝う～これからもお元気に！～

▲荻澤さん宅にて▲高瀬荘でのお祝いの式

今
月
の
高
瀬
中
学
校

今
月
の
高
瀬
中
学
校

●
第
48
回
高
瀬
祭
を
開
催
し
ま
し
た

●
資
源
回
収
明
細
報
告
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農
林
水
産
省
で
は
令
和
７
年
２
月
１
日

を
調
査
基
準
日
と
し
て
、
全
国
一
斉
に

「
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に

役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

令
和
６
年
12
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問

し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
の
個
々
の
記
入
内
容
な
ど
調
査
に

関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス

以
外
に
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
】
総
務
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の
職
種

の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
領
を
ご
確

認
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
募
集
要

領
、
申
込
書
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
広
域
連

合
事
務
局
窓
口
で
の
直
接
受
け
取
り
の
ほ
か
、

郵
送
請
求
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

【
施
設
栄
養
士
】

《
募
集
人
数
》
若
干
名

《
勤
務
先
》
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
鹿
島
荘
」

《
受
験
資
格
》

・
栄
養
士
免
許
を
有
す
る
方
（
令
和
７
年
３

月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
も
含
む
。
）

・
昭
和
45
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

《
受
験
手
続
き
》　

　

申
込
書
お
よ
び
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
郵
送
（
受
付
期
間
必
着
）
ま
た

は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
総

務
課
総
務
係
へ

《
受
付
期
間
》　

10
月
16
日
（
水
）
～
12
月
27
日
（
金
）

《
試
験
日
》　

・
１
次
試
験　

令
和
７
年
１
月
26
日
（
日
）

・
２
次
試
験　

令
和
７
年
２
月
15
日
（
土
）

【
問
】
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
総
務

課
総
務
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
６
７
６
４

　

農
業
者
年
金
は
「
農
業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
並
み
の
年
金
を
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
国
に
要
請
運
動
を
行
い
実
現
し
た
、

農
業
者
の
た
め
の
制
度
で
す
。

農
業
者
年
金
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

①
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化

時
代
に
強
い

②
事
務
経
費
は
国
が
負
担
し
て
い
る
た
め
、

支
払
っ
た
保
険
料
の
多
く
が
年
金
資
産
の
運

用
に
回
る

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
る

④
保
険
料
は
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
の

中
で
自
由
に
決
め
ら
れ
る
（
35
歳
未
満
の
方

は
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
１
万
円
に
引
き

下
げ
可
）

⑤
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
る

⑥
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
死
亡
一
時
金
が

あ
る

⑦
受
給
予
定
の
年
金
額
が
支
払
っ
た
保
険
料

を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
補
て
ん
さ
れ
る
仕
組

み
が
あ
る

60
歳
未
満
（
国
民
年
金
任
意
加
入
者
は
65
歳

未
満
）
の
、
保
険
料
免
除
を
受
け
て
い
な
い

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き

ま
す
。
農
業
者
年
金
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
大
北
の
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

令
和
７
年
４
月
採
用

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　

２
０
２
５
年
農
業
林
業
セ
ン
サ
ス
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

《
日
程
》
令
和
６
年
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
内
容
》

・
防
犯
講
演
会

・
M
Y
リ
フ
レ
ク
タ
ー
制
作

・
免
許
を
返
納
し
て
も
大
丈
夫
！
自
分
に

合
っ
た
移
動
方
法
を
考
え
よ
う
福
祉
用
具

体
験
会

・
サ
ポ
カ
ー
（
セ
ー
フ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
）
体
験
会

・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

【
問
】
住
民
課
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

交
通
安
全
・
防
犯
体
験
セ
ミ
ナ
ー

（
第
34
回
交
通
安
全
・
防
犯
町
民
大
会
）

の
開
催
に
つ
い
て
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令
和
７
年
４
月
か
ら
お
子
さ
ん
の
入
園
を

新
規
に
希
望
す
る
保
護
者
の
方
、
令
和
７
年

度
中
に
入
園
を
お
考
え
の
方
は
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

《
日
時
》
11
月
６
日
（
水
）

　

受
付　

午
前
９
時
～
９
時
15
分

　

説
明　

午
前
９
時
15
分
～
10
時
15
分

《
場
所
》
池
田
保
育
園　

遊
戯
室

【
問
】
学
校
保
育
課　

学
校
保
育
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
１
）
１
４
３
０

　

認
知
症
と
フ
レ
イ
ル
予
防
を
テ
ー
マ
に
あ

づ
み
病
院
の
各
分
野
の
医
療
関
係
者
に
よ
る

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

《
日
時
》
12
月
７
日
（
土
）

　

開
場
：
午
後
１
時
30
分
～

　

開
演
：
午
後
２
時
～
午
後
４
時
（
予
定
）

《
会
場
》
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ

み
病
院　

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

《
テ
ー
マ
》
「
認
知
症
と
フ
レ
イ
ル
予
防
」

【
問
】
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み

病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
６
６

　

令
和
６
年
11
月
１
日
出
荷
分
か
ら
指
定
ご

み
袋
の
価
格
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
値
上
げ
理
由
と
し
て
は
、
原
油
価

格
の
高
騰
や
、
円
安
の
影
響
に
よ
る
も
の
で

す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
値
上
げ
品
目

・
池
田
町
指
定
袋
・
可
燃
物
袋
（
中
）

・
池
田
町
指
定
袋
・
可
燃
物
袋
（
小
）

・
不
燃
・
資
源
物
指
定
袋
（
中
）

・
不
燃
・
資
源
物
指
定
袋
（
小
）

【
問
】
住
民
課
環
境
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　

長
野
県
で
は
、
県
内
で
発
生
し
た
複
数
の

人
身
被
害
や
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
目
撃
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
身
被
害
が

こ
れ
以
上
発
生
し
な
い
よ
う
、
北
ア
ル
プ
ス

地
域
を
含
む
一
部
地
域
を
対
象
に
「
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
出
没
警
報
」
を
発
出
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が

山
間
部
を
中
心
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
も
改
め
て
ご
注
意
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】
振
興
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　

士
業
（
税
理
士
、
司
法
書
士
、
弁
護
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険

労
務
士
）
に
よ
る
無
料
合
同
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
下
さ
い
。

　

な
お
、
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、
一
部
士

業
の
相
談
お
よ
び
相
談
会
自
体
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
日
時
》
令
和
６
年
11
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

《
場
所
》
大
町
市
商
工
会
議
所

　
　
　
　

２
階
会
議
室

《
相
談
内
容
》
税
金
、
各
種
登
記
、
法
律
、

相
続
贈
与
、
土
地
測
量
、
各
種
許
可
申
請
、

労
務
関
係
な
ど

【
問
】
税
理
士
会
大
町
支
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
２
２
）
１
０
０
３

　

対
象
の
郵
便
局
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面

上
の
講
師
に
よ
る
ス
マ
ホ
教
室
の
受
講
が
で

き
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
、
何
度
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

《
時
期
》
令
和
７
年
１
月
ま
で
（
予
定
）

《
時
間
》
午
前
10
時
～
午
後
５
時

《
場
所
》
池
田
郵
便
局

《
予
約
》
楽
天
シ
ニ
ア
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン

タ
ー
（
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

　
　
　
　

℡
０
１
２
０
（
９
５
５
）
５
４
５

　

※
楽
天
モ
バ
イ
ル
（
株
）
が
総
務
省
「
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」
に
お
け
る
執

行
団
体
と
し
て
、
日
本
郵
便
（
株
）
と
協
同

で
運
営
い
た
し
ま
す
。

※
実
施
状
況
に
よ
り
早
期
に
受
付
終
了
す
る

可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
早
め
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
問
】
総
務
課
企
画
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
（
６
２
）
３
１
３
１

池
田
町
認
定
子
ど
も
園
入
園
説
明
会

「
認
知
症
を
学
ぶ
講
演
会
」
開
催

指
定
ご
み
袋
値
上
げ
の
お
知
ら
せ

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
に
注
意

郵
便
局
で
参
加
す
る
ス
マ
ホ
教
室

大
北
地
域
士
業
合
同
相
談
会

池田町 に
登録しませんか？

 空き家バンク 空き家バンク

　池田町空き家バンク制度は、空き家の
利活用を目的として、連携している不動
産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。
　空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考
えの方、まずはお気軽に役場移住定住係
までご相談ください。
【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡62-3131

▲最新の情報は
こちらから
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広
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令
和
６
年
10
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
４
年
11
月
号
（N

o.697

）
発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@

tow
n.ikeda.nagano.jp

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 日（日・祝）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

4 日（月）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

10 日（日）
池田・松川 若林医院 62-2105

大町市内 小野医院 22-0047

17 日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187

大町市内 菊地クリニック 21-2580

23 日（土・祝）
池田・松川 西森整形外科 61-1700

大町市内 平林医院 22-2525

24 日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 横澤内科医院 22-0371

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3 日（日・祝） 西澤歯科医院 22-5091

4 日（月） 師岡歯科 62-9781

10 日（日） 柏原歯科医院 71-1182

17 日（日） 小田切歯科医院 62-3134

23 日（土・祝） おだ歯科 72-6482

24 日（日） オクハラデンタルクリニック 23-0500

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3 日（日・祝） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

4 日（月） キムラ薬局 62-5210

10 日（日） フロンティア薬局安曇野店 61-5500

17 日（日）
内川薬局板取 62-9912

ナシダ薬局 62-6370

23 日（土・祝） すみれ薬局 85-2061

24 日（日） 白樺薬局 62-0010

■11月の主な行事
期　　日 行　事　名

3 日（土） みんなの文化祭（芸能発表）

5 日（火） 高瀬中学校　参観日③

9 日（土） 会染小学校　会染地域防災参観日

9 日（土） 交通安全・防犯啓発セミナー

9 日（土）～
15 日（金） 図書館まつり

9 日（土）～
15 日（金） 秋の火災予防運動

17 日（日） 大かえでリレーマラソン大会

22 日（金） 会染小学校　持久走記録会

※感染症等により中止となる場合があります。

■11月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  2 日（土） （有）東設備 090-3083-3770

  3 日（日・祝） 小林設備 090-7213-7218

  4 日（月） （有）みやび設備 090-1869-3352

  9 日（土） （有）サン設備工業 62-2448

  10 日（日） （株）エムケーシステム 090-4464-8147

  16 日（土） （株）巧誠 0263-88-5311

  17 日（日） スザワ設備 85-0833

  23 日（土・祝）水野建設（株） 090-4602-2028

  24 日（日） （有）ニキ設備工事 090-1432-5595

  30 日（土） KOBAYASHI 設備 090-1409-3268

■11月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
10月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,144人　（±0）
　　　男 4,429人　（△3）　女 4,715人（+3）
●世帯数 4,086世帯（+8）

■11月の納税等
固 定 資 産 税 ③、国 保 税、後 期 高 齢 ⑤　【 納 期 限　12 月 2 日】
※ 口 座 振 替 日 は 11 月２8 日（ 木 ）で す。前 日 ま で に 残 高 の 確 認 を お 願 いし ます。

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから

広報いけだ 22


